



































たが、弟子達はこれに反対した。門人一同による『聖教要録』序 は「天下の学者に反しているから 読む者 嘲りの言葉を浴びせるだろう」とある。 「天下の学者」とは、幕府の御用学者であった林家を指していると思われる。しかし出版は断行された。
これが将軍補佐役の保科正之の目に留






するのが定説だった。これに対し堀勇雄氏は 「迫害 発頭人は会津藩主保科正之であったこと」 を提示して、 それを批判 た。
堀氏以降の研究は以下のようになる。素


























































































な評価をうけていたのか検討していく。『礼記』曲礼下には、 「爲人臣之禮、不顯諫。三諫而不聽、則逃之。子之事親也、三諫而不聽、則號泣而隨之」とある。これによれば、臣下による君主への諫言が行われ、しかもそれが君主に聞き入れられなかった場合に自発的な亡命が行わ ることは、礼に則ったものであった。一方、 『左伝』においては、杜預『春秋釈例』によると、 「奔」とは、諸侯、卿大夫 種々の急迫せる事情のため他国へ亡命することであり、また、その出国が礼の規定に沿っていないことを示しているとされている。この
ように、 『左伝』に記される出奔のほとんどが『礼記』に記されるような古礼とは無縁の急迫の事態に自己の生命を保全せんが為の緊急手段であった。『春秋公羊伝』隠公元年の記述によると、亡命とは、君臣間の絶縁、離反を示し、














「亡命先の支援」や、 「母国の召喚」によって帰国する事例が多く示されており 全亡命事例の約五分の一を占める。そこで本章ではまず、このうち 「母国の召喚」について注目したい。母国が亡命者を呼び戻す
理由としては、亡命者の族を断絶させないこと、国内の秩序を早急に回復しようとすることが挙げられる。また、亡命者の一族から妻を迎えているものが、その妻を送り返す事例からも窺えるように、亡命は、亡命者本人のみの問題ではなく、その一族全体として捉えられた。多数の氏族の結合によって国家運営がなされていた春秋時代において、氏族の興隆や滅亡は、その氏族だけの問題ではなく、国家全体の問題であった。ある一族が滅亡の危機に瀕した時、「祖先の遺徳」を保つ為に、国君、他の族、国人などによって、後嗣が立てられ、亡命によって当主がいなくなった族にもこの傾向がみられる。また、亡命者の側も、当時の社会秩序を意識したうえで亡命を行っている節がみられる（ 『左伝』襄公二十九年の高豎の亡命） 。このように、春秋時代の亡命は、一個人の生命保全 手段ではなく、混乱した国内の秩序を速やかに回復する意義があった。
一方、亡命先の国の君主と新たな君臣関
係を結ぶ事例も多い。亡命者は有用な人材供給源の一つであり、各国は基本的に、亡命者を積極的に受け入れた。亡命者は生命の安全、復権の支援、新たな生活の保障を求めた。春秋時代は宗族社会であり、通常の主従関係は宗族を媒介として結ばれ、基本的に世襲によって継承された。これに対して亡命者は、亡命先で宗族結合 もたず、新たな主人と個人的かつ直接的に新な関係を結んだ。その関係は、亡命者が自己の能力や母国の情報を提供し、この対価として、主人が生活 保障 するという経済的関係であった。ただし、これらの亡命者と新たな国君との君臣関係は 春秋時代の一般的な君臣関係に近い形をとったと考えられる。則ち、国君は臣下に封邑 与え、臣下はそれに応じて の運営 携わり、臣下が死去した時、あるいは引退する時はその子や弟などのしかるべき族員にその地位が引き継がれ、君臣関係の継続が図られた。亡命によって、母国 秩序から分離した亡命者が、亡命先で春秋時代の一般
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ザーンが言及 対象となることはほとんどなかった。アザーンは八世紀にすでに確立していた慣習だ 、キリスト教徒側の史料にそれが定期的に現れるようになるのは、十三世紀になってからのことだ。しかもそうした言及のほとんどはレコンキスタにおけるムスリムの降伏協 や特権状において、維持されるべき権利を列挙する中に見つかるもので、規制や嫌悪の対象としてザーンが意識されていた様子はうかがえない。当時のムスリム側の史料を見てみも、キリスト教徒が支配する地域でアザーンに対する禁止がなされていなかった は確かなようである。十三世紀中盤にな と教皇の文書 アザーンが登場するようるが、いずれもムスリムの象徴として 言及である。そ テキストからは、キリ ト教世界における規制に向けた積極的な意志を読み取ることができない。
このように、公会議の教令は西欧世界の













































ンボジア中部、コンポン・トム州に位置し、真臘の王都イーシャーナプラとして七世紀頃に繁栄したとされる遺跡群である。この時代から古クメール語の碑文が出現するようになることから、真臘はクメール人の国家と考えられており、その王都 比定されてい 当遺跡群のカ 史上の意義は大きい。
当遺跡群は、世界遺産申請も進められて
おり、国内外からも注目されるよう なってきたが モニュメントが綺麗 残 寺院区のみに関心が寄せられるという現状があ











































していた時期の施設と考えられるラテライトのテラス状遺構が良好な状態で残っていたが、上層の煉瓦 は建 工事の質が著しく低いことから、王都としての重要性を失った後にマウンドを再利用して築いた構造であると推測される。さらに、マウンドの中央北側には南北に長いテラスとそ 東西には方形の低い遺構が並んでおり、方形の煉瓦遺構を列柱の礎盤として、木造の覆屋が構築されていた可能性がある。 （下田田畑
 二〇一五）
また、マウンドの中央西側に設置された
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